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特集
　平成 26 年度　決算

上空から撮影した特別史跡彦根城跡
裏表紙に関連記事
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彦根市の財政
平成 26 年度の一般会計

の決算額は、歳入が 438
億 110 万 5 千円、歳出が
417 億 5,092 万 円 と な
り、前年度と比べ、歳入で
0.3％の増、歳出で 1.5％の
増となりました。

また、特別会計・企業会
計は左表のとおりとなって
います。
問い合わせ先　 財政課☎ 30-

6107、FAX22-1398

平成26年度に取り組んだ主な事業
  文化・文化財の分野

○彦根城博物館管理運営事業
1億 6,177万 2千円

老朽化が進んでいた彦根城博物館の空調設備な
どを改修しました。

○重要文化財建造物保存修理事業
6,781万 3千円

平成 26 年度〜同 27 年度に行う、彦根城馬屋
（重要文化財）の杮

こけら

葺
ぶき

屋根葺き替えなどの工事を進
めています。

○彦根城世界遺産登録準備事業   627万円
彦根城世界遺産登録準備室を新設し、彦根城の
世界遺産登録に向けた検討を行ったほか、「特別
史跡彦根城跡保存管理計画」の見直しのため、測
量調査を実施しました。

   都市基盤・環境の分野

○ JR 稲枝駅舎改築および駅周辺整備事業   
5億 4,777万 8千円

JR 稲枝駅の駅舎橋上化工事と自由通路整備工
事を始めたほか、その周辺整備を行うための用
地取得を行いました。

○ごみ収集事業　　　　　1億 4,304万円
ごみの収集・運搬にかかる各種経費を支出した
ほか、バイオディーゼル燃料が使用可能なごみ
収集車を導入しました。

○土地利用計画業務         1,111万 4千円
都市計画の基本方針となる「都市計画マスター
プラン」の改定に着手したほか、新たに都市交
通の整備方針となる「都市交通マスタープラン
の策定にも着手しました。

特集

平
成
26
年
度
　
決
　
算

特別会計
歳入額 歳出額

国民健康保険事業

下 水 道 事 業

休日急病診療所事業

農業集落排水事業

介 護 保 険 事 業

後期高齢者医療事業

会計名

106億 2,719万 6千円 102億 8,049万 8千円

64億 6,837万 8千円 61億 7,362万 8千円

5,844万 6千円 3,658万 9千円

2億7,227万1千円 2億7,227万 1千円

71億 6,403万 9千円

10億 8,417万 7千円

企業会計
病 院 事 業

水 道 事 業

115億 4,665万 5千円 128億 8,051万 1千円

30億 9,380万 6千円 33億 4,281万 5千円

71億 5,287万 8千円

10億6,539万5千円

一般会計
歳入額 歳出額

438億 110万5千円 417億 5,092万円

新しい JR 稲枝駅の完成予想図修理中の彦根城馬屋
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○経済活性化対策住宅改修等促進事業
4,251万 9千円

従来の住宅リフォーム促進事業を廃止し、住宅改
修等促進事業を創設することで、住宅改修だけで
なく、外構工事などにまで助成対象範囲を拡充し
ました。

○観光推進事業　　　　　3,291万 6千円
観光振興を推進する各種事業に助成を行ったほか、

「観光センター」を休憩スペースや土産物等の物産
販売スペースとして改修し、観光協会事務所を街
なかプラザに移転しました。

○全国城サミット開催事業
1,398万 5千円

　彦根城周辺などで「彦根城フェス」を開催し、秋
の彦根城周辺の観光イベント充実を図りました。

その他

人権・福祉・安全の分野

○車両整備事業　　　1億 6,196万 2千円
北分署のはしご車を 25 メートル級の屈折はし
ご付き消防自動車に更新しました。また、消防
団第５分団の消防ポンプ自動車と北分署の水槽
付き消防ポンプ自動車を更新整備しました。

○がん検診事業　　　  　 7,706 万 3千円
検診手数料をワンコイン（５００円）とし、受
診者の負担の大幅な軽減による受診促進を図っ
たほか、乳がん、子宮頸がん検診について、無
料クーポン券の配布対象者を拡大しました。

○障害者相談支援事業　　   　6,685万円
障害者などの相談支援を行うほか、県内初の基
幹相談支援センターを設置し、湖東定住自立圏
域の相談支援体制の充実を図りました。

生涯学習・産業の分野

○湖東定住自立圏学校給食センター整備事業
18億 4,094万 6千円

彦根市学校給食センターを整備しました。

○中学校給食配膳室整備事業
3億 7,774万 4千円

中学校給食の開始に向け、各中学校において給
食配膳室、運搬用エレベーターなどの受け入れ
設備を整備しました。

○子ども・子育て支援事業計画策定事業
439万 7千円

法律に定められた「子ども・子育て支援事業計
画」と併せて、乳幼児から若者までの育成支援
計画である「彦根市子ども・若者プラン」を策
定しました。

○彦根愛知犬上広域行政組合運営費負担事業
　（紫雲苑（斎場）改築事業分）

　　　　　　4 億 7,417万 3千円
彦根愛知犬上広域行政組合が実施する紫雲苑（斎
場）の改築工事の、平成 27 年度の完成に向けた
１期工事実施に伴い負担金を支出しました。

○臨時福祉給付金支給事業
　　　　　　2億 2,897万 1千円

○子育て世帯臨時特例給付金支給事業
　　　　　　1億 6,568万 1千円

国の消費税率引き上げに対する低所得者などへ
の給付措置として、「臨時福祉給付金」と「子育
て世帯臨時特例給付金」を支給しました。

次世代育成・市民交流の分野

彦根市学校給食センター

北分署の屈折はしご車

新しい紫雲苑の完成予想図

全国城サミットでの流鏑馬（やぶさめ）
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財政の健全化に
関 す る 指 標
区 分

①は彦根市の健全化判断比率を示し、
②は彦根市の公営企業などにおける資
　金不足比率を示しています

①健全化判断比率（％）

12.18

算定数値

早期健全化基準

財政再生基準

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

20.00 30.00

17.18

8.7

25.0

35.0

50.6

350.0

区 分

②資金不足比率（％）

下水道事業特別会計

算定数値

20.0

農業集落排水事業特別会計

病院事業会計

水道事業会計

経営健全化
基 準

20.0

20.0

20.0

彦根市の算定数値は、
いずれも基準以下に
なっています

収
支
の
状
況

　

約　
15
億
円
の
黒
字

自
治
体
の
決
算
収
支
を
あ
ら
わ

す
一
般
会
計
の
実
質
収
支
は
、
昭

和
33
年
度
以
降
、
毎
年
度
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
は
、
15
億
２
、
０

貯
金
の
状
況

　

残
高
は
約　
92
億
円

自
治
体
の
貯
金
に
あ
た
る
基
金

積
立
金
の
普
通
会
計
現
在
高
は
、

91
億
７
、
２
３
６
万
１
千
円
と
な

り
、
前
年
度
か
ら
９
億
７
、
８
６

６
万
９
千
円
増
加
し
ま
し
た
（
グ

ラ
フ
２
）。

主
な
要
因
は
、
財
源
調
整
機
能

を
持
つ
財
政
調
整
基
金
が
、
10
億

５
、
１
９
１
万
８
千
円
の
増
加
と

な
っ
た
こ
と
で
す
。ま
た
、市
民
一

人
当
た
り
の
基
金
積
立
金
は
、
前

年
度
よ
り
８
千
円
増
の
８
万
１
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

借
金
の
状
況

　

残
高
は
約
３
７
１
億
円

自
治
体
の
借
金
に
あ
た
る
市
債

の
普
通
会
計
現
在
高
は
、
３
７
０

億
８
、
３
４
９
万
円
で
、
前
年
度

か
ら
16
億
２
、
４
９
０
万
１
千
円

増
加
し
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
３
）。

主
な
要
因
は
、
臨
時
財
政
対
策

債
を
20
億
４
、
８
０
０
万
４
千
円

発
行
し
た
こ
と
で
す
。
臨
時
財
政

対
策
債
と
は
、
も
と
も
と
地
方
交

付
税
の
一
部
で
、
国
の
財
源
不
足

か
ら
、
国
と
地
方
が
折
半
し
て
借

入
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
後

年
度
に
支
払
う
元
金
と
利
子
は
、

全
額
交
付
税
で
支
払
わ
れ
る
こ
と

か
ら
「
交
付
税
の
後
払
い
」
と
も

言
わ
れ
る
制
度
で
す
。

こ
の
臨
時
財
政
対
策
債
を
除
い

た
市
債
残
高
は
、１
９
６
億
８
、８

３
２
万
７
千
円
で
、
前
年
度
か
ら

２
億
５
、
９
５
４
万
２
千
円
増
加

し
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
４
）。

ま
た
、
市
民
１
人
あ
た
り
の
市

債
残
高
は
、
前
年
度
か
ら
１
万
４

千
円
増
の
32
万
９
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

財
務
状
況

決
算
か
ら
わ
か
る

９
０
万
６
千
円
の
黒
字
を
維
持
し

ま
し
た
（
グ
ラ
フ
１
）。
こ
れ
は
、民

生
費
、
教
育
費
と
い
っ
た
歳
出
が

前
年
度
に
比
べ
増
加
し
た
も
の
の
、

歳
入
の
市
税
、
地
方
消
費
税
交
付

金
、
財
産
収
入
も
増
加
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

グ
ラ
フ
１

黒
字
額
（
実
質
収
支
）

グ
ラ
フ
２

貯
金
（
基
金
積
立
金
）

グ
ラ
フ
３

借
金

（
市
債
の
普
通
会
計
現
在
高
）

グ
ラ
フ
４

借
金
か
ら
臨
時
財
政
対

策
債
を
除
い
た
も
の
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財
産
と
将
来
負
担
を
適
切
に
把

握
し
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
す
る

た
め
に
、
企
業
会
計
の
複
式
簿
記

に
よ
る
会
計
手
法
に
合
わ
せ
、
資

産
や
負
債
、
資
金
な
ど
を
ま
と
め

た
財
務
書
類
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
決
算
の
財
務
書
類

を
通
じ
、
市
財
政
の
実
態
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※連結した一部事務組合・広域連合は 7 つあり、次のとおりです。彦根市犬上
郡営林組合、彦根市米原市山林組合、大滝山林組合、彦根愛知犬上広域行政
組合、滋賀県市町村職員研修センター、滋賀県市町村交通災害共済組合、滋
賀県後期高齢者医療広域連合。

連結の範囲

彦根市
普通会計
＋

特別会計
公営企業会計

一部事務組合
広域連合（※）

第三セクター
㈶彦根市事業公社
彦根総合地方卸売市場㈱
㈱四番町スクエア
㈱夢京橋

＋ ＋

連
結
財
務
書
類
４
表
の
公
表

貸借対照表
借 方

道路、建物や土地などの資産と、それに要
した負債と財源との関係を示しています

1,437億
9,666万円

75億
666万円

73億
2,582万円

（平成27年3月31日現在）

1,586億
2,914万円

投
資
等

流
動
資
産

資
産
合
計

純
資
産
の
部

純
資
産

負
債
・

純
資
産
合
計

貸 方

1,153億
2,975万円

1,586億
2,914万円

公
共
資
産

資
産
の
部

負
債

負
債
の
部

項目 普通会計 連 結

2,477億
103万円

項目 普通会計 連 結

432億
9,939万円

1,168億
7,235万円

74億
2,979万円

1,534億
4,153万円

151億
8,306万円

2,703億
1,388万円

2,703億
1,388万円

行政コスト計算書
項 目 普 通 会 計

コストと受益者負担である使用料などの
収入を示しています

65億 4,114万円人にかかるコスト
（職員給与、退職手当など）経

常
行
政
コ
ス
ト（
Ａ
） 合 計

物にかかるコスト
（物品購入、光熱費など）

移転支出的なコスト
（補助金、社会保障給付など）

その他のコスト
（公債費の利子など）

97億 366万円

182億 1,163万円

4億8,096万円

349億 3,739万円

経
常
収
益（
Ｂ
）

施設使用料や手数料など 23億 5,231万円

純経常行政コスト
（A) ー (B) 325億 8,508万円

（平成26年 4月 1日～平成27年 3月 31日）

連 結

国民健康保険料、介護保険料など
病院事業収益、下水道使用料など
その他特定事業サービス収入

合 計

125億 8,561万円

195億 6,665万円

385億 7,348万円

28億 7,270万円

735億 9,844万円
124億 4,693万円
48億 7,367万円
127億 9,068万円
14億 455万円
315億 1,583万円23億 5,231万円

420億 8,261万円

資金収支計算書
項 目 普 通 会 計

行政活動における資金（現金）の増減内訳を示し
ています

276億 1,163万円

90億 8,077万円①経常的収支

△25億 1,582万円

65億 8,046万円

　支出（人件費・社会保障給付など）
　収入（地方税・国県補助金など）

②公共資産整備収支
　支出（公共資産整備支出など）
　収入（国県補助金・地方債など）

　支出（貸付金・地方債償還額など）

③投資・財務的収支

A翌年度繰上充用金増減額

　収入（貸付金回収額・地方債発行額など）

B当年度歳計現金（資金）
　増減額①＋②＋③

C期首歳計現金（資金）残高
D期末歳計現金（資金）
　残高Ａ＋B＋C

366億 9,240万円

40億 6,464万円
△70億 3,859万円

75億 7,262万円
5億3,403万円

△4億7,364万円

25億 4,568万円

20億 7,204万円

（平成26年4月１日～平成27年3月31日）

連 結
135億 947万円

643億 2,524万円
778億 3,471万円
△33億 4,005万円

98億 2,274万円
64億 8,269万円
△86億 9,279万円

102億 2,928万円
15億 3,649万円

14億 7,663万円

109億 3,872万円

124億 1,535万円

純資産変動計算書

項 目 普 通 会 計
①期首純資産残高
（平成 26 年度貸借対照表の
純資産合計）

（平成26年 4月 1日～平成27年 3月 31日）

貸借対照表の純資産の部（今までの世代
が負担してきた部分）の変動について、1
年間の増減を示しています

247億 2,682万円

1,227億 8,813万円

②純経常行政コスト

③一般財源

④補助金等受入
（国庫支出金、県支出金）

⑤その他
（上記以外の理由による増減）

期末純資産残高
（①～⑤の合計）

△325億 8,508万円

89億 5,304万円

△85億 5,316万円

1,153億 2,975万円

連 結

1,545億 9,993万円

△420億 8,261万円

247億 3,279万円

196億 4,396万円

△34億 5,254万円

1,534億 4,153万円

強
い
彦
根
へ

‒

私
の
思
い‒

彦
根
市
長

　大
久
保
　貴

10

　

平
成
26
年
度
の
決
算
は
良
好
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
は
も
と
よ

り
、
議
員
の
皆
さ
ん
や
職
員
を
は

じ
め
、
市
政
に
携
わ
る
多
く
の
人

が
堅
実
に
努
力
し
た
結
果
と
受
け

止
め
て
い
ま
す
。
財
政
危
機
が
叫

ば
れ
た
数
年
前
に
は
大
変
厳
し
い

空
気
が
市
内
に
ま
ん
え
ん
し
て
い

た
気
が
し
ま
す
が
、
指
標
の
上
で

は
状
況
が
好
転
し
て
き
た
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
の
財
政
事
情
や
国

際
的
な
経
済
環
境
、
人
口
減
少
な

ど
を
考
え
る
と
安
閑
と
し
て
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
在
の
市

政
は
、
国
体
関
連
事
業
や
ご
み
焼

却
場
の
新
設
、
図
書
館
建
設
な
ど

新
規
事
業
の
ほ
か
、
庁
舎
の
耐
震

化
と
い
っ
た
大
き
な
事
業
が
目
白

押
し
で
す
。

　

今
こ
そ
将
来
へ
の
戦
略
的
投
資

の
姿
勢
を
基
軸
に
、
厳
し
い
目
で

施
策
の
選
択
と
集
中
を
進
め
て
行

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
財
政
的
な
心

配
を
か
け
な
い
こ
と
、
揺
る
ぎ
な

い
信
頼
を
築
く
こ
と
が
「
強
い
彦

根
」
を
創
る
必
須
条
件
で
す
。
今

後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
彦
根
市
の
作
業
だ
け
で

は
、
全
て
の
路
線
を
短
時
間
に
除

雪
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
幹

線
道
路
以
外
の
集
落
内
道
路
や
通

学
路
・
歩
道
な
ど
の
除
雪
に
つ
い

て
は
、
自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の

皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

道
路
河
川
課

☎
30-

６
１
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
２
１
１
番

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

の
一
時
停
止

 　

 　
　

口市
市
民
課　

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た

め
、
次
の
と
お
り
証
明
書
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
一
時
停
止

し
ま
す
。

▼
12
月
14
日
㈪
午
前
６
時
〜
同
16

日
㈬
午
後
８
時

▼
12
月
21
日
㈪
午
後
４
時
30
分
〜

同
11
時

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
☎

30-

６
１
１
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

障
害
者
雇
用
推
進
事
業
所

を
表
彰
し
ま
し
た

　
口市
地
域
経
済
振
興
課

彦
根
市
・
彦
根
商
工
会
議
所
・

稲
枝
商
工
会
で
は
、
社
会
に
お
け

12月29日㈫
　

１2月30日㈬

9：00～12：00

 

粗大ごみのみ
（小型家電含む）

 

燃やすごみ
容器包装プラスチック
缶・金属類、びん
新聞・雑誌・段ボール
衣類

13：00～16：15
12月29日㈫、30日㈬ 年

末
の
ご
み
な
ど
の

直
接
搬
入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
口市
清
掃
セ
ン
タ
ー　

年
末
の
ご
み
な
ど
の

清
掃
セ

ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入
の
日
程
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。

品
目
に
よ
っ
て
搬
入
で
き
る
時

間
帯
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
は
12

月
31
日
㈭
か
ら
平
成
28
年
１
月
３

日
㈰
ま
で
休
み
で
す
（
受
付
は
１
月

４
日
㈪
か
ら
）。

※
時
間
外
の
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
住
所
確
認
の
た
め
に
、
受
付
で

運
転
免
許
証
な
ど
の
提
示
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
12
月
29
日
㈫
、
同
30
日
㈬
は
燃

や
す
ご
み
を
収
集
し
ま
す
。
収

集
地
域
は
「
ご
み
等
の
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
」
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

年
末
の
搬
入
は
混
雑
し
ま
す

直
接
搬
入
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

燃
や
す
ご
み
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
、
缶
・
金
属
類
、
び
ん
は

地
域
の
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

除
雪
作
業
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

 　

 　

 

口市
道
路
河
川
課　

　

彦
根
市
は
、
積
雪
で
交
通
に
影

響
が
出
な
い
よ
う
に
、
12
月
１
日

㈫
か
ら
来
年
の
３
月
20
日
㈰
ま
で

の
積
雪
時
に
、
幹
線
道
路
を
中
心

に
除
雪
を
行
い
ま
す
。

　

深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
、
凍

結
防
止
の
た
め
の
作
業
や
除
雪
作

業
を
行
い
ま
す
。
交
通
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
の
で
、
作
業
の
妨
げ

と
な
る
路
上
駐
車
な
ど
を
し
な
い

福
祉
有
償
運
送
の

登
録
申
請

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
口市
障
害
福
祉
課　

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
、
営
利
を

目
的
と
し
な
い
範
囲
で
、
外
出
時

に
支
援
が
必
要
な
要
介
護
認
定
者

や
身
体
障
害
者
な
ど
を
車
を
使
っ

て
、
有
償
で
移
送
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
（
福
祉

有
償
運
送
）を
提
供
す
る
場
合
に
は
、

「
道
路
運
送
法
」
に
基
づ
き
、運
輸

支
局
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

登
録
に
は
、「
彦
根
市
福
祉
有
償

運
送
運
営
協
議
会
」
の
合
意
が
必

要
で
す
。
福
祉
有
償
運
送
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
お
う
と
す
る
団
体
は
、

期
限
ま
で
に
必
要
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

12
月
24
日
㈭　

午
後

５
時
15
分

※
今
回
の
申
請
分
は
、
平
成
28
年

１
月
下
旬
ま
た
は
同
年
２
月
上

旬
に
開
催
予
定
の
「
彦
根
市
福

祉
有
償
運
送
運
営
協
議
会
」
で

審
査
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他　

必
要
書
類
、
様
式
な
ど

詳
し
く
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

書
類
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦

根
市
福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議

会
事
務
局
（

障
害
福
祉
課
内
）

☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
７
番

る
障
害
者
雇
用
の
重
要
性
を
広
め
、

障
害
者
雇
用
の
促
進
と
就
労
の
安

定
を
図
る
た
め
、
障
害
者
雇
用
に

対
し
て
理
解
と
熱
意
の
あ
る
事
業

所
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
８
回
目
と
な
り
、
審
査

の
結
果
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
ク
セ

ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
株
式
会
社
彦
根
事

業
所
を
被
表
彰
事
業
所
と
し
て
決

定
し
、
11
月
20
日
に
表
彰
式
を
行

い
ま
し
た
。

♦
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
ク
セ
ル
プ
ロ

ダ
ク
ツ
株
式
会
社
彦
根
事
業
所

製
造
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
、
労

働
者
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い
る
事

業
所
で
、
従
業
員
数
２
８
０
人
の

う
ち
10
人（
う
ち
重
度
障
害
１
人
）の

障
害
者
を
雇
用
し
て
お
り
、
障
害

者
の
雇
用
率
は
３
・
93
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

当
事
業
所
は
、
関
係
機
関
と
の

連
携
の
下
、
仕
事
上
や
生
活
面
に

つ
い
て
面
談
を
行
い
、
適
切
な
指

導
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
職
場
定
着
は
も
と
よ
り
、

業
務
意
欲
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
経
済
振

興
課
☎
30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
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税金の納め忘れはありませんか？

皆さんが納める県税や市税は、福祉、教育などの
身近な行政サービスに使われる大切な財源です。県
と市では、12 月を滞納整理強化月間として、税の
公平な負担の観点から、一斉に滞納整理を強化しま
す。滞納のまま放置すると、給与などの差押えや自
宅の捜索などを行う場合があります。納め忘れがな
いかお確かめください。

なお、県と県内市町では、公平な税負担と税収の
確保を図るため「滋賀地方税滞納整理機構」を設置
して、連携・共同して滞納整理を推進しています。
問い合わせ先　
県民税について　 東北部県税事務所納税課☎ 65-

6606　
市民税について　 納税課☎ 30-6109、FAX22-

1398

個
人
市
・
県
民
税
（
住
民
税
）

の
給
与
か
ら
の
天
引
き（
特
別

徴
収
）
を
徹
底
し
ま
す

 

口市
税
務
課

滋
賀
県
と
県
内
全
市
町
で
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
、
納
税
者
の
税

負
担
の
公
平
性
確
保
と
法
令
遵
守

の
た
め
、
給
与
収
入
に
係
る
個
人

市
・
県
民
税
（
住
民
税
）
に
つ
い
て
、

給
与
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
に
よ
る

納
付
を
徹
底
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
事
業
所
に
勤
務

す
る
従
業
員
は
、
平
成
28
年
度
か

ら
原
則
と
し
て
個
人
市
・
県
民
税

（
住
民
税
）を
給
与
か
ら
天
引
き（
特

別
徴
収
）の
方
法
で
納
付
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
個
人
で
納
付
し
て
い

た
人
は
納
付
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
人

▼
給
与
所
得
が
あ
り
、
個
人
市
・

県
民
税
（
住
民
税
）
が
課
税
と
な

る
人

▼
４
月
１
日
現
在
、
事
業
所
（
特

別
徴
収
義
務
者
）
か
ら
給
与
の
支

払
を
受
け
て
い
る
人（
た
だ
し
退

職
や
休
職
な
ど
に
よ
り
給
与
の
支
払

が
な
い
な
ど
一
定
の
理
由
に
該
当
す

る
人
は
除
き
ま
す
）

彦
根
市
で
特
別
徴
収
義
務
者
指
定

の
対
象
と
な
る
事
業
所

他
市
町
村
を
含
む
従
業
員
の
総

数
が
３
人
以
上
で
、
所
得
税
の
源

泉
徴
収
義
務
の
あ
る
事
業
所

市
・
県
民
税
（
住
民
税
）

納
税
通
知
書
に
つ
い
て

個
人
納
付
（
普
通
徴
収
）
の
人
は
、

６
月
に
納
税
通
知
書
を
送
付
し
て

い
ま
し
た
が
、
給
与
か
ら
天
引
き

さ
れ
る
（
特
別
徴
収
）
人
は
、
５
月

に
特
別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
を

事
業
所
に
送
付
し
、
事
業
所
か
ら

従
業
員
に
配
付
さ
れ
ま
す
。

給
与
所
得
が
あ
る
人
へ
の
個
人

市
・
県
民
税
（
住
民
税
）
の
税
額
通

知
書
を
変
更
し
ま
す

給
与
所
得
が
あ
る
人
の
個
人

市
・
県
民
税
（
住
民
税
）
は
、
給

与
の
支
払
者
が
給
与
か
ら
天
引

き
（
特
別
徴
収
）
し
て
納
付
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

従
業
員
に
は
、
事
業
所
を
通
じ
て
、

そ
の
金
額
や
税
の
計
算
根
拠
を
お

知
ら
せ
す
る
税
額
通
知
書（
納
税
義

務
者
用
）
を
配
付
し
て
い
ま
す
。

通
知
書
に
は
、
事
業
所
に
関
わ

る
こ
と
以
外
の
、
税
の
計
算
根
拠

と
な
る
情
報
も
全
て
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
従
業
員
の
個
人
情
報
を

保
護
す
る
た
め
に
、
平
成
28
年
度

か
ら
送
付
す
る
通
知
書
は
圧
着
し

て
内
容
を
秘
匿
し
た
状
態
の
も
の

を
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
事
業
所
用
の
通
知
書
に

は
各
従
業
員
の
氏
名
・
住
所
・
年

税
額
と
月
別
の
特
別
徴
収
金
額
の

み
が
送
付
さ
れ
、
計
算
の
根
拠
と

な
る
詳
細
は
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
市
民

税
係
☎
30-

６
１
４
０
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

ふ
る
さ
と
納
税

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
の

特
例
申
請 

口市
税
務
課

ふ
る
さ
と
納
税

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
と
は

確
定
申
告
な
ど
の
不
要
な
給
与

所
得
者
が
、
平
成
27
年
４
月
１
日

以
降
に
自
治
体
へ
寄
附
を
す
る
際

に
「
寄
附
金
税
額
控
除
に
係
る
申

告
特
例
申
請
書
」
を
提
出
す
る
と
、

確
定
申
告
な
ど
を
行
わ
な
く
て
も

税
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
る
制
度
で

す
。
制
度
の
手
続
き
は
、
寄
附
先

の
自
治
体
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

利
用
で
き
る
条
件

①
確
定
申
告
な
ど
が
不
要　
（
確

定
申
告
を
行
う
義
務
が
あ
る
自
営
業

者
な
ど
や
、
医
療
費
控
除
な
ど
を
受

け
る
た
め
に
確
定
申
告
な
ど
を
行
う

人
は
対
象
外
）

②
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ
た
自
治

体
数
が
５
団
体
以
下

③
平
成
27
年
１
月
〜
３
月
の
間
に

自
治
体
に
寄
附
を
し
て
い
な
い

条
件
に
該
当
し
な
い
人
は
、
寄

附
金
税
額
控
除
に
か
か
る
申
告
特

例
申
請
書
を
提
出
し
て
い
て
も
、

特
例
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
確
定

▶︎
新
し
い
税
額
通
知
書
（
納
税
義
務
者
用
）

申
告
な
ど
で
寄
附
金
に
関
す
る
申

告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
に
関
す
る
こ
と　

税
務
課

市
民
税
係
☎
30-

６
１
４
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-
１
３
９
８
番

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
こ
と　

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１

３
９
８
番



82015・12・1

平
成
28
年
度

金
亀
公
園
・
荒
神
山
公
園

年
間
利
用
調
整
会
議

　

髙
木
・
技
研　

特
別
共
同
体

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
公
園
施

設
を
効
率
よ
く
利
用
い
た
だ
く
た

め
、
各
施
設
の
利
用
に
関
す
る
年

間
利
用
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
〜
同
29
年
３
月

に
、
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、

優
先
的
に
施
設
の
利
用
を
希
望
す

る
団
体
は
、
申
込
用
紙
を
提
出
し
、

会
議
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

対
象　

▼
金
亀
公
園
（
野
球
場
、テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
多
目
的
競
技
場
）

▼
荒
神
山
公
園
（
野
球
場
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
多
目
的
広
場
）

優
先
利
用
申
込
条
件
（
次
の
条
件
を

全
て
満
た
す
こ
と
）　

①
各
施
設
の
利
用
目
的
に
応
じ
た

も
の
で
あ
る
こ
と

②
参
加
者
が
お
お
む
ね
１
０
０
人

以
上
で
あ
る
こ
と

③
行
商
行
為
に
該
当
し
な
い
も
の

④
大
会
準
備
に
相
当
の
時
間
を
要

し
、
通
常
の
申
し
込
み
で
は
実

施
が
難
し
い
も
の

申
込
方
法　

公
園
管
理
事
務
所
に

あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
公
園
管
理
事

務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

平
成
28
年
１
月
7
日

㈭
午
後
５
時
（
必
着
）

会
議
開
催
日
時　

平
成
28
年
１
月

16
日
㈯　
午
前
10
時
〜

会
議
開
催
場
所　

市
民
体
育
セ
ン

タ
ー
（
松
原
町
）
２
階
会
議
室

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

髙
木
・

技
研　

特
別
共
同
体
☎
21-

３
９
２
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
２
２
７
番

平
成
28
年
度

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

年
間
使
用
調
整
会
議

 　
　

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー　

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
施
設
を

効
率
よ
く
使
用
い
た
だ
く
た
め
、

優
先
使
用
に
関
す
る
年
間
使
用
調

整
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
〜
同
29
年
３
月

に
、
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
市

民
体
育
セ
ン
タ
ー
の
優
先
使
用
を

希
望
す
る
団
体
は
、
申
込
用
紙
を

提
出
し
、
会
議
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。　

　

な
お
内
容
に
よ
っ
て
は
、希
望
に

添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

優
先
使
用
申
込
条
件
（
次
の
条
件
を

全
て
満
た
す
こ
と
）　

①
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
が
目

的
で
あ
る
こ
と

②
参
加
者
が
お
お
む
ね
１
０
０
人

以
上
で
あ
る
こ
と

③
日
程
な
ど
が
す
で
に
決
定
さ

れ
、
通
常
の
申
し
込
み
（
市
内

団
体
の
場
合
は
開
催
日
の
90
日
前
、

市
外
団
体
は
開
催
日
の
40
日
前
か
ら

申
請
可
能
）
で
は
実
施
が
難
し

い
も
の

④
他
の
施
設
で
は
実
施
で
き
な
い

も
の

⑤
練
習
会
や
稽
古
、
こ
れ
ら
に
類

す
る
大
会
で
は
な
い
こ
と

申
込
方
法　

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
に
あ
る
所
定
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

12
月
21
日
㈪

会
議
開
催
日
時　

平
成
28
年
１
月

22
日
㈮　
午
後
２
時
〜

会
議
開
催
場
所　

市
民
体
育
セ
ン

タ
ー
（
松
原
町
）
２
階
会
議
室

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
民

体
育
セ
ン
タ
ー
（
火
曜
日
休
館
）

☎
23-

２
２
９
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

23-

２
２
９
４
番

意
見
公
募
手
続
制
度

意
見
公
募
手
続
制
度

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

内
容　彦

根
市
が
所
有
す
る
公
共
施
設

は
、
４
割
以
上
が
建
設
後
30
年
以

上
経
過
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
大

量
に
更
新
時
期
を
迎
え
ま
す
。
一

方
で
、
財
政
状
況
は
厳
し
い
た
め
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
現
状
の
ま
ま
維

持
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
す
。

そ
こ
で
、
今
後
も
必
要
な
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
公
共

施
設
全
体
を
把
握
し
、
計
画
的
な

更
新
、
統
廃
合
、
長
寿
命
化
を
検

討
し
、
安
心
・
安
全
な
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
確
立
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
そ
の

骨
子
と
な
る
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
を
今
年
度
中
に
策
定
し
ま

す
。

素
案
の
公
開
場
所　

公
有
財
産

管
理
室
（
市
役
所
１
階
）、情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、支

所
、
各
出
張
所
、
彦
根
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

素
案
の
公
開
期
間　

12
月
１
日
㈫

〜
平
成
28
年
１
月
４
日
㈪

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

（
素
案
）

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見

な
ど
は
、
意
見
に
対
す
る
彦
根

市
の
考
え
方
と
と
も
に
整
理
し

た
う
え
で
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見

に
対
し
て
、
個
別
に
回
答
は
し

ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

意
見
の
提
出
期
間　

12
月
１
日
㈫

〜
平
成
28
年
１
月
４
日
㈪

提
出
方
法　

公
有
財
産
管
理
室

に
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
意
見
の
提
出
用
紙
は
、
各
公
開

場
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様
式
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

公
有

財
産
管
理
室（
〒
５
２
２-

８
５
０

１　

元
町
４-

２
）
☎
30-

６
１
１

４
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
30-

６
１
４
７
番
、

Ｅ
メ
ー
ル　

koyuzaisan@
m

a.city.hikone.shiga.jp
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料金受取人払郵便

差出有効期限
平成28年6月
30日まで

彦根局承認

085

5 2 2 8 7 9 0

彦根市元町4番2号

彦根市役所

企画振興部

係 行

まちづくり推進室

「市政への意見・提言」

次のとおり封筒を作ってください
①キリトリ線（破線）に沿って切り、中央をや
まおりにしてください。
②のりしろにのりをつけて貼り合わせてく
ださい。
③切手は貼らずにそのままポストへ投か
んしてください。

個人情報の取り扱いについて

　個人情報については適正に管理し、連絡
や回答の場合を除き、他の目的に利用する
ことはありません。

や ま おり

の り し ろ

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

内
容
別
件
数
で
は
、
左
表
の
と

お
り
都
市
建
設
部
関
連
の
意
見
が

最
も
多
く
、
そ
の
内
容
は
道
路
の

整
備
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
で
し

た
。（
意
見
の
内
容
に
よ
り
、
複
数
の

お
待
ち
し
て
い
ま
す

市
政
へ
の
意
見
・
提
言

口市
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　

彦
根
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
市
政
へ
の
参
加
を
さ
ら
に
進
め

て
い
く
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
考
え
を
お
聴
き
す
る
「
市
政
へ

の
意
見
・
提
言
」
の
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

彦
根
市
の
進
め
て
い
る
施
策
や

事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
建
設
的
な
意
見
・
提
言
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
可
能
な

限
り
、
担
当
部
署
か
ら
文
書
・

電
話
な
ど
で
回
答
し
ま
す
。

▼
回
答
を
す
る
ま
で
に
、
１
か
月

程
度
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

▼
匿
名
の
場
合
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。

意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
方
法

郵
送
の
場
合

市
政
に
対
し
て
の
意
見
を
、
左

の
封
筒
の
裏
面
に
書
い
て
く
だ
さ

い
。記

入
後
、封
筒
を
切
り
取
っ
て
、

隅
の
「
の
り
し
ろ
」
で
貼
り
合
わ

せ
て
ポ
ス
ト
へ
投
か
ん
し
て
く
だ

さ
い
。
切
手
は
貼
ら
ず
に
そ
の
ま

ま
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
封
筒
は
広

報
ひ
こ
ね
に
年
２
回
掲
載
し
て
い
ま

す
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
投
稿
す
る
場
合

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
電

子
申
請
」
→
「
市
政
へ
の
意
見
・

提
言
」
か
ら
専
用
の
入
力
フ
ォ
ー

ム
に
意
見
な
ど
を
書
い
て
送
信
し

て
く
だ
さ
い
。

４
月
〜
９
月
受
付
分
の
集
計
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
「
市
政
へ
の
意
見･

提
言
」
に
、

１
１
４
人
の
皆
さ
ん
か
ら
１
４
０

件
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
平
成
27
年
４
月
〜
同
９
月
受
付
分
）

部
課
が
回
答
、
拝
読
し
て
い
る
場
合
が

あ
り
、
意
見
総
数
よ
り
内
訳
別
の
表
の

総
件
数
は
多
く
な
っ
て
い
ま
す
）

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
「
意
見･

提
言
」
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
に
根
ざ
し
た
意
見
、
提
言
と

し
て
今
後
の
市
政
運
営
の
参
考
と

し
ま
す
。
貴
重
な
意
見
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
☎
30-

６
１
１
７

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
、

Ｅ
メ
ー
ル　

m
achizukuri@

m
a.city.hikone.shiga.jp

所属

都市建設部

市民環境部

総務部

教育委員会

福祉保健部

企画振興部

所属

産業部

市立病院

議会事務局

上下水道部

選挙管理委員会

　　　　計

件数  

34

29

25

21

20

15

件数

12

3

3

1

1

164
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た に おり

20歳未満
40歳代

20歳代
50歳代 60歳以上

30歳代

住所

氏名

電話番号 性別

年齢

男 女

について　　　　　　　　       　　　　　　　　

フリガナ

と
も
に
生
き
る 

あ
た
た
か

い
ま
ち 

彦
根
を
目
指
し
て

12
月
３
日
～
同
９
日
は
障
害
者
週
間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
口市
障
害
福
祉
課　

障
害
者
週
間
は
、
障
害
の
あ
る

人
や
障
害
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心

や
理
解
を
い
っ
そ
う
深
め
る
た
め

の
週
間
で
す
。

市
で
は
「
み
ん
な
が
と
も
に
生

き
る　

安
心
と
生
き
が
い
の
あ
る

ま
ち　

彦
根
」
を
基
本
理
念
と
し

た
「
ひ
こ
ね
障
害
者
ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
誰
も
が
支

え
合
い
、
共
生
で
き
る
ま
ち
を
目

指
し
て
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
で
は
、
ひ
こ
ね
障

害
者
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
の
中
間

見
直
し
と
、
彦
根
市
障
害
福
祉
計

画
の
新
た
な
計
画
の
策
定
を
そ
れ

ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。

計
画
の
策
定
に
は
、
障
害
の
あ

る
人
や
そ
の
家
族
、
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
、
関
係
機
関
な
ど
で
構
成
さ

れ
る
彦
根
市
障
害
者
福
祉
推
進
会

議
で
の
審
議
、
計
画
案
の
意
見
公

募
手
続
を
経
る
な
ど
多
く
の
皆
さ

ん
に
参
画
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律

が
、
一
部
を
除
き
平
成
28
年
４
月

１
日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
法

律
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
、
民

間
事
業
所
等
に
よ
る
差
別
的
取
扱

い
や
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
の
禁

止
を
定
め
た
も
の
で
す
。

市
で
も「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

の
施
行
に
向
け
た
取
り
組
み
（
相

談
体
制
の
整
理
や
協
議
会
設
置
の
検
討

な
ど
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
、

障
害
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課

☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
７
番

ご
覧
く
だ
さ
い

彦
根
長
浜
都
市
計
画
の

変
更
案

 　

 　

 

口市
都
市
計
画
課　

都
市
計
画
を
変
更
す
る
た
め
、

次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。
案
に

意
見
が
あ
る
場
合
は
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

変
更
す
る
都
市
計
画

▼
都
市
計
画
道
路
（
３
・
４
・
21
長
曽

根
銀
座
河
原
線
お
よ
び
３
・
４
・
26

錦
船
町
線
の
一
部
区
間
廃
止
）

▼
都
市
計
画
公
園
（
２
・
２
・
１
０

５
京
町
公
園
の
追
加
）

▼
都
市
計
画
火
葬
場
（
紫
雲
苑
の
使

用
者
変
更
に
よ
る
名
称
変
更
）

縦
覧
期
間　

12
月
２
日
㈬
〜
同
22

日
㈫
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

縦
覧
場
所　

湖
東
土
木
事
務
所

管
理
調
整
課
、

都
市
計
画
課
、

支
所
、
各
出
張
所

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課

☎
30-

６
１
２
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番
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第
67
回
人
権
週
間　

12
月
４
日
㈮
〜
同
10
日
㈭

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
心
〜

　

あ
ら
ゆ
る
差
別
や
偏
見
を
な

く
し
、
み
ん
な
が
明
る
く
暮
ら
せ

る
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、
人
権
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
、
周
り
の
人
の
人
権
を

尊
重
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と
が

と
て
も
大
切
で
す
。

　
「
人
権
週
間
」
を
機
会
に
、
家

庭
で
、
職
場
で
、
学
校
で
、
地
域

で
、
家
族
と
、
友
達
と
、
み
ん
な

と
、
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ

い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策

課
☎
30-

６
１
１
５
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
24-

８
５
７
７
番

人
権
に
関
わ
る
相
談
は

人
権
擁
護
委
員
・
各
相
談
窓
口
へ

人
権
に
関
す
る
問
題
で
、
相
談

す
る
相
手
が
な
く
て
困
っ
た
と

い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ

ん
な
と
き
に
は
、
人
権
擁
護
委
員

や
法
務
局
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

い
じ
め
や
体
罰
、
児
童
虐
待
な

ど
の
子
ど
も
の
人
権
や
、
配
偶

者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
な

ど
の
女
性
の
人
権
を
は
じ
め
、
あ

ら
ゆ
る
差
別
問
題
や
家
庭
内
、
職

場
内
、
隣
近
所
で
の
問
題
な
ど
に

つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

▼
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ

ル　

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

１

１
０

▼
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
☎

０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

▼
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

▼
大
津
地
方
法
務
局
彦
根
支
局

☎
22-

０
２
４
２

い
ず
れ
も
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、年

末
年
始
を
除
く
）

※
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。
安
心

し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

彦
根
市
家
庭
教
育
協
力
企
業

協
定
制
度
（
ひ
こ
ふ
ぁ
み
）

 　

 　

 

口市
生
涯
学
習
課　

企
業
や
事
業
所
が
、
家
庭
教
育

を
通
じ
て
子
ど
も
の
健
や
か
な
育

ち
を
支
援
、
応
援
す
る
制
度
で
す
。

家
庭
の
教
育
力
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
を
自
主
的
に
実
施
い
た
だ

け
る
企
業
・
事
業
所
と
協
定
を
結

び
ま
す
。

取
り
組
み
内
容
（
①
は
必
須
）

①
家
庭
教
育
の
重
要
性
を
従
業
員

に
啓
発

②
子
ど
も
が
家
族
（
従
業
員
）
の
働

く
姿
を
見
学

③
子
ど
も
の
体
験
活
動
の
支
援

④
従
業
員
に
向
け
た
参
観
日
、
学

校
行
事
な
ど
へ
の
参
加
の
働
き

か
け

⑤
子
育
て
支
援
に
向
け
た
積
極
的

な
取
り
組
み
を
実
施

市
で
は
、
協
力
い
た
だ
け
る
企

業
・
事
業
所
に
対
し
て
、
研
修
会

の
開
催
や
講
師
派
遣
、
企
業
の
取

り
組
み
な
ど
の
紹
介
や
支
援
を
し

ま
す
。
詳
し
く
は
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
☎
24-

７
９
７
４

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

年末は交通事故が多発する
傾向にあり、地域で連携
して事故防止に取り組
む必要があります。

彦根・犬上地区交通
安全対策連絡協議会（市
民、彦根署管内の行政、警
察、関係協会で構成される

団体）では、チラシなど
を配布して交通安全の

啓発を行います。一人ひとりが正しい交通マナーを
実践しましょう。
問い合わせ先　彦根・犬上地区交通安全対策連絡協

議会（ 交通対策課内）☎ 30-6134、FAX24-5211

交通安全ポスター
・作文コンクールの結果
ポスター部門
▶︎小学校 1 〜 3 年生の部　鈴

木珠
み

濡
じゅ

さん（日栄小 3 年）、4
〜 6 年生の部　相川陽

みな

美
み

さ
ん（城南小５年）▶︎中学生の部
　鵜

う

戸
ど

口
ぐち

愛
あい

菜
な

さん（南中 2 年）

作文部門
▶︎小学校 1 〜 3 年生の部　金

沢陽
はる

斗
と

さん（高宮小 2 年）、4
〜 6 年生の部　宇津香

か

楓
えで

さん
（高宮小 5 年）▶︎中学生の部　陌間祐

ゆ

香
か

さん（守山中
2 年）　　　　　　　　　　　　　※会長賞のみ掲載

高齢者と子どもの交通事故防止〜キラリ輝く　おうみ交通マナー〜

年末の交通安全県民運動 12 月 1 日㈫〜同 31 日㈭

▲ポスター部門中学生
の部・鵜戸口愛菜さん
の作品

彦根・
犬上地

区交通

安全対
策連絡

協議会
お知ら

せ
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ウ
ィ
ズ
多
文
化
交
流
セ
ミ
ナ
ー

中
国
料
理
教
室
へ
～
よ
う
こ
そ
～

〈
内
容
〉免
疫
力
ア
ッ
プ
の
食
材
で

作
る
中
国
伝
統
料
理
の
ほ
か
、
中

国
の
文
化
な
ど
も
学
び
ま
す
。　

〈
日
時
〉12
月
18
日
㈮　

午
後
６
時

30
分
〜
同
８
時
30
分　
〈
場
所
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ

ズ
」（
平
田
町
）
調
理
実
習
室　
〈
対

象
〉
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人　
〈
定
員
〉
20
人
（
先
着
順
）　

〈
費
用
〉
１
、５
０
０
円
（
材
料
費
を

含
む
）　
〈
申
込
期
間
〉12
月
２
日
㈬

〜
同
16
日
㈬　
〈
持
ち
物
〉ふ
き
ん

２
枚
、
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン　
〈
託

2016年版  滋賀県民手帳

価格　１冊 600 円（販売窓口でお支払いください）

販売窓口　 企画課（市役所 4 階）、支所、各出張所（予
約は不要です）

※ 湖東合同庁舎（元町）１階売店、平和書店
（アル・プラザ彦根３階、大東町）、宮脇書店（尾
末町）、本のがんこ堂彦根駅前店（大東町）、
天
てんしんどう

晨堂ビバシティブックセンター（竹ケ鼻町）、
HYPERBOOKS（ハイパーブックス）彦根店（戸
賀町）、ホームプラザナフコ彦根店（高宮町）、セ
ブンイレブン県内各店でも販売しています。

販売期限　平成 28 年１月 29 日㈮
※ 湖東合同庁舎１階売店では、期間に関係なく

販売しています。
問い合わせ先　 企画課☎ 30-6101、FAX22-

1398

販売
中！

 

放送大学滋賀学習センター 円
千
四
万
二
金
学
入

 

●

児
〉
０
歳
〜
就
学
前　

※
１
人
３

０
０
円
、
要
事
前
申
込　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
☎
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９
番　

※
電
話

か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
直
接
窓
口
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

星
空
教
室

満
月
の
ク
リ
ス
マ
ス

〈
内
容
〉今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜

は
満
月
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
空
を

案
内
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉
12
月

25
日
㈮　

午
後
７
時
〜
同
９
時
　

〈
場
所
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日

夏
町
）　
〈
対
象
〉天
文
に
興
味
の
あ

る
人　
〈
費
用
〉３
０
０
円（
小
学
生

以
上
）　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
☎
28-

３
６
４
５
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
当

日
開
始
時
間
ま
で
に
、
直
接

子

ど
も
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
悪
天
候
な
ど
の
場
合
は
中
止

に
な
り
ま
す
。
午
後
４
時
以
降
に

開
催
の
有
無
を
確
認
し
て
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

い
ろ
は
組

剪せ
ん

定て
い

講
習
会

〈
内
容
〉
手
入
れ
が
さ
れ
ず
に
繁

茂
し
て
い
る
庭
園
外
周
部
を
剪
定

す
る
講
習
会
で
す
。　
〈
日
時
〉

12
月
20
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午　

〈
場
所
〉
小
野
町
内
庭
園　
〈
定

員
〉
15
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
無

料　
〈
申
込
期
間
〉①
12
月
８
日
㈫

〜
同
15
日
㈫　
〈
持
ち
物
〉
タ
オ

ル
、
飲
み
物
、
雨
具
、
剪
定
ば
さ

み
（
持
っ
て
い
る
人
）　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉
い
ろ
は
組
事
務
局

☎
22-

６
９
３
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
７
２
７
番
、
Ｅ
メ
ー
ルm

ail@
irohagum

i.com

　

※
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
①
住
所

②
氏
名
③
連
絡
先
を
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
な
お
、
参
加
決
定
者
に
は

事
務
局
か
ら
詳
細
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね

し
め
な
わ
作
り
教
室

〈
内
容
〉
わ
ら
を
使
っ
て
、お
正
月

に
飾
る
素
朴
な
し
め
な
わ（
玄
関
用

の
も
の
、従
来
型
〈
一
の
字
型
〉
と
リ
ー

ス
型
）
を
作
り
ま
す
。　
〈
日
時
〉

12
月
28
日
㈪　

午
前
９
時
30
分
〜

同
11
時
30
分　
〈
場
所
〉グ
リ
ー
ン

ピ
ア
ひ
こ
ね
（
清
崎
町
）　
〈
対
象
〉

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　

〈
定
員
〉
30
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉

【
受
講
料
】
２
０
０
円
【
材
料
費
】

３
０
０
円
（
従
来
型
）、
４
０
０
円

（
リ
ー
ス
型
）　
〈
申
込
期
間
〉
12
月

１
日
㈫
〜
同
11
日
㈮　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ

こ
ね
☎
25-

３
９
０
９
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
25-

３
９
７
２
番　

※
受
講
料

と
材
料
費
を
添
え
て
窓
口
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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学校支援・地域ボランティア

　学習活動の補助や安全確保・環境整備など「でき
る人」が「できるとき」に「できること」を支援し
ていただく学校支援ボランティアの募集をしてい
ます。
　芸術・スポーツや外国語会話、パソコンなど専門
知識・技術を持っている人が、地域ボランティア

（講師）として応募していただくことも大歓迎です。
　「子どもや地域のために役に立ちたい」という熱
い思いを持っている人の力を学校にお貸しくださ
い。
申込・問い合わせ先
　 教育委員会生涯学習課☎ 24-7974、FAX23-

9190、または最寄りの小・中学校

ひこね市生涯学習人材バンク

　教育・文化・芸術・レクリエーションなどの豊富
な経験があり、指導できる人を探しています。
　あなたの知識・技能・経験を、地域の学習の場に
生かしてみませんか。詳しくは、彦根市ホームペー
ジをご覧いただくか、お問い合わせください。
申込・問い合わせ先
　 教育委員会生涯学習課☎ 24-7974、FAX23-

9190

集
ま
れ
！

荒
神
っ
子
ク
ラ
ブ

〈
内
容
〉小
学
生
高
学
年
の
人
を
対

象
に
、
自
然
体
験
学
習
を
行
い
ま

す
。
お
正
月
に
ち
な
ん
だ
遊
び
や

野
外
ク
ッ
キ
ン
グ
、
デ
ザ
ー
ト
作

り
を
し
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。　
〈
日
時
〉平
成
28

年
１
月
17
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

３
時　
〈
場
所
〉
荒
神
山
自
然
の

家
（
日
夏
町
）　
〈
対
象
〉
小
学
４
〜

６
年
生　
〈
定
員
〉　

20
人
（
先
着

順
）〈
費
用
〉
千
円　
〈
申
込
期
間
〉

12
月
１
日
㈫
〜
同
16
日
㈬　
　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

荒
神
山

自
然
の
家
（
月
曜
日
は
休
館
）
☎
28-

１
８
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

１
８

７
２
番　

※
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
参
加
者
に

は
詳
し
い
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

直な
お

弼す
け

杯
囲
碁
大
会

〈
日
時
〉
平
成
28
年
１
月
10
日
㈰ 

午
前
９
時
30
分
〜
（
受
付　

午
前

９
時
〜
）　
〈
場
所
〉
彦
根
商
工
会

議
所
（
中
央
町
）
４
階
大
ホ
ー
ル　

〈
対
象
〉
ア
マ
チ
ュ
ア
の
人　
〈
定

員
〉
１
２
０
人
（
先
着
順
）　
〈
対
局

方
法
〉
申
込
状
況
に
よ
り
、
段
・

級
位
を
考
慮
し
て
、
８
ク
ラ
ス
程

度
に
分
か
れ
て
対
局　
〈
競
技
形

式
〉 

各
ク
ラ
ス
ご
と
に
準
ス
イ
ス

方
式
で
行
い
ま
す
。（
詳
し
く
は
当

日
説
明
し
ま
す
）　
〈
費
用
〉
高
校
生

以
上
千
円
、
中
学
生
以
下
５
０
０

円　
〈
申
込
期
限
〉
12
月
17
日
㈭ 　

〈
そ
の
他
〉懸
賞
詰
碁
を
行
う
ほ
か
、

不
戦
勝
の
人
を
対
象
に
プ
ロ
棋
士

に
よ
る
指
導
碁
を
開
催
し
ま
す
。　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

教

育
委
員
会
文
化
振
興
室（
〒
５
２
２

-

０
０
５
５ 

野
瀬
町
１
８
７-

４
）
☎

23-

７
８
１
０
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３

０
８
０
番　

※
は
が
き
に
①
郵
便

番
号
②
住
所
③
氏
名
④
フ
リ
ガ
ナ

⑤
年
齢（
中
学
生
以
下
の
場
合
は
学
校

名
・
学
年
も
）
⑥
電
話
番
号
⑦
段
・

級
位
を
書
い
て
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。
は
が
き
に
は
１
枚
に
つ
き
申

込
者
１
名
を
書
い
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

彦
根
市

多
文
化
共
生
サ
ポ
ー
タ
ー

〈
内
容
〉
外
国
人
住
民
が
、よ
り
暮

ら
し
や
す
く
す
る
た
め
に
支
援
す

る「
多
文
化
共
生
サ
ポ
ー
タ
ー
」を

募
集
し
て
い
ま
す
。
外
国
語
が
話

せ
る
人
だ
け
で
な
く
、
全
く
話
せ

な
い
人
も
大
歓
迎
で
す
。
あ
な
た

の
「
寄
り
添
う
心
」
や
知
識
・
経

験
で
、
と
も
に
生
活
し
て
い
る
外

国
人
住
民
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
新

し
い
自
分
を
発
見
し
て
み
ま
せ
ん

か
。〈
活
動
例
〉
外
国
人
児
童
・
生

徒
を
対
象
と
し
た
「
子
ど
も
多
文

化
ク
ラ
ブ
」
に
参
加
し
、
子
ど
も

が
ル
ー
ツ
を
持
つ
国
の
文
化
や
習

慣
な
ど
に
つ
い
て
一
緒
に
学
習
す

る
な
ど
。〈
費
用
〉無
料（
活
動
に
か

か
る
交
通
費
な
ど
は
自
己
負
担
）〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉　

人
権
政

策
課
☎
30-

６
１
１
３
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
24-

８
５
７
７
番　

※

人
権

政
策
課
の
窓
口
な
ど
に
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

広報ひこねへの広告を募集しています
掲載料　　１枠　3 万円
大きさ　　縦　45.5㎜　横　86㎜
申込締切　原則、発行日の１か月前
※ホームページのバナー広告も募集中です。詳しく

はお問い合わせください。　
申込・問い合わせ先　 秘書広報課☎ 30-6103、

FAX22-1398
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       こうなっています　            彦根市職員の給与、人数など

職制上の段階、職務の級等による加算措置　　有｠｠｠｠

彦　　根　　市

期末・勤勉手当

退職手当

扶養手当

住居手当

通勤手当

国区　分

（平成27年4月１日現在）❺　職員手当の状況

彦根市の制度と同じ
（自動車を除く）

彦根市の制度と同じ

支給率

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度

自己都合
20.445月分
29.145月分
41.325月分
49.59月分

早期・定年
25.55625月分
34.5825月分
49.590月分
49.590月分

期末
1.225月分
1.375月分
 2.60 月分

勤勉
0.75月分
0.75月分
1.50 月分

その他加算措置
○定年前早期退職特例措置
　2～45％加算
○調整額の加算
　職員の区分に応じ、最大
60月分の調整月額を加算
月額21,700～54,150円

配偶者
扶養親族
（配偶者なしの場合の１人目
16歳になる年度から22歳になる年度末まで

1万3,000円　
6,500円　

1万1,000円　
加算　5,000円）

2万7,000円　
0円　

借家・借間（最高限度）
持ち家

自転車などの交通用具使用者
　２km以上から距離に応じて 2,000～3万2,400円　

5万5,000円　交通機関利用（最高限度）

区　分

彦　根　市

国

平均給料月額

30万8,446円

33万5,000円

平均年齢

40歳1月

43歳5月

平均給料月額

31万52円

28万7,992円

平均年齢

54歳8月

50歳1月

一般行政職 技能労務職

（平成26年４月１日現在）❸　職員の平均給料月額および平均年齢の状況

1級
主事・技師
59人
11.2％

（平成27年４月１日現在）❹　一般行政職の級別職員数の状況
2級

主事・技師
82人
15.6％

3級
主任・副主査
145人
27.6％

4級
主査・係長
80人
15.2％

5級
課長補佐
77人
14.6％

6級
課長
51人
9.7％

7級
次長・部長
32人
6.1％

計

526人
100％

区　分
職　名
職員数
構成比
　　

計
1.975月分
2.125月分
4.10月分

6月期
12月期
計　

管理職手当

部長級　　　
次長級　　　
課長級　　　
課長補佐級　

8万6,100円
7万7,000円
６万3,600円
５万2,000円

定額制度は彦根市と同じ

（管理職の種類等が異なる）　ため、金額は異なります

（月額）

（月額）

（月額）

（月額）

　市職員の給与、職員数、勤務条件などの人事行政
運営の状況を公表します。全体の公表内容は、彦根市
ホームページで公開しているほか、人事課（市役所4階）、

支所、各出張所でも閲覧することができます。　
問い合わせ先　　人事課☎30-6106、FAX22-1398

（この表の職員数と「1-③　部門別職員数の増減」の「一般行政部門」の人数は、
一部集計の範囲が異なるため一致しません）
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       こうなっています　            彦根市職員の給与、人数など

❶　人件費の状況　（平成26年度　普通会計決算）
歳出額(A)

417億6,471万2千円

人件費(B)

67億5,875万8千円

人件費率(B/A)

16.2％

（参考）25年度の人件費率

15.2％

　職員の給与は、地方公務員法で、給与等が社会一般
情勢に適応しなければならないとする「情勢適応の原
則」と、民間事業の従事者の給与等を考慮して定めな

１　職員の任免および職員数に関する状況　（単位：人）

２　職員の給与などの状況

❷　職員給与費の状況　（平成27年度　普通会計予算）

１人当たり
給与費(B/A)

611万9千円

給　　　　与　　　　費職員数
(A)

885人

職員手当

9億7,106万8千円

計(B)

54億1,488万3千円   

期末・勤勉手当

12億4,487万円

給　　料

31億9,894万5千円

❶　採用の状況　（平成26年度）
職 種 区 分

一 般 行 政 職
保 育 士
保 健 師
発 達 相 談 員
消 防 職
医 師
臨 床 検 査 技 師
作 業 療 法 士
言 語 聴 覚 士
管 理 栄 養 士
臨 床 工 学 技 士
薬 剤 師
医療ソーシャルワーカー
看 護 師
幼 稚 園 教 諭
そ の 他 教 育 職
図 書 館 司 書
学 芸 員

合　　　計

採用者数
34
5
5
2
8
10
1
1
1
1
2
3
1
29
3
9
1
3

119

❷　退職の状況　（平成26年度）
任命権者
市　長
教　育
消　防
合　　計

計
65
18
10
93

❸　部門別職員数の増減　（各年４月１日現在）
部　　門　　　
議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
小　計
病　　院
水　　道
下 水 道
そ の 他
小　計
教　　育
消　　防
小　計

合　　計　　　

27年
　　8
134
44
136
86
2
21
13
64
508
564
29
24
41
658
193
144
337

1,503

26年
　　8
130
43
137
87
2
20
12
65
504
550
29
24
40
643
187
144
331

1,478

増減
0
4
1
－1
－1
0
1
1
－1
4
14
0
0
1
15
6
0
6

25

一

般

行

政

公
営
企
業
等
会
計
特
別
行
政

ければならないとする「均衡の原則」に基づき、人事
院勧告に準じて改定しています。



162015・12・1

去年の 12 月 25 日に、職場で印象的な発見が
ありました。クリスマスの日だったのに、「メリー
クリスマス」などのあいさつは一切聞こえず、誰
もがいつもと同じように忙しくしていました。同
僚とクリスマスのことを話したら、「今日がクリス
マスの日だと忘れていました」と言われて、日本
ではクリスマスは大きな記念日ではないことを初
めて気付いた記憶があります。

ブラジルでお祝いする記念日の中で、1 番大き
なイベントがクリスマスです。カトリック教徒に
とって、神様が生まれた日を記念する時期がクリ
スマスなので、昔からカトリック教の信者が多く
いるブラジルでは、12 月 25 日が祝日になってい
ます。また、クリスマスを祝うのは、24 日の夜か
ら 25 日の午前 0 時までなので、24 日の午後か
ら仕事を休む人が多くいます。

ちなみに、クリスマスは、家族と一緒に過ごす
べきだと考えられていますので、24 日の夕方から、
家族全員が集まりごちそうを食べながらクリスマ
スを祝います。つまり、「ブラジルのクリスマス」
は「日本のお正月」と似ているイベントになってい

ます。日本ではクリスマスの日は、恋人と一緒に
過ごす場合もあることを知って、まるで違う記念
日のように感じて、とても不思議だと思いました。

一方、「ブラジルのお正月」は恋人や友人と一緒
に過ごします。お正月のときは、仲がいい人たち
が集まって、大みそかの夜に大きなパーティーを
して、新年のカウントダウンをします。そのほか
にブラジルでは、めったに花火を見られませんが、
お正月の時だけは、新しい年を迎えるために海辺
などに行くと花火の景色を楽しめます。

また、ブラジルではおせち料理とおみくじがあ
りませんが、新年が幸運に恵まれるように、大み
そかの夜に白い服を着たり、特別な食べ物を食べ
たりする習慣があります。

外国と日本の間に、同じ記念日やイベントなど
があったとしても、共通点と相違点があり興味深
いと思います。来日してから家族と離れたクリス
マスはもう 2 回目になりますので、ブラジル風の
クリスマスに慣れた私にとっては少し寂しいです
が、ここに来てたくさんの優しい人たちに出会っ
て感謝の気持ちでいっぱいです。そして、クリス
マスの過ごし方が日本風かブラジル風かに関わら
ず、彦根の皆さんがとても素敵なクリスマスの夜
を過ごせるように願っています。

フェリス・ナターウ（メリークリスマス）！
【彦根市国際交流員　ナターリャ】

第18回  クリスマスは家族と、
　　　　　　　　お正月は恋人と

ナターリャ
の部屋

閉
幕
式
典　
参
加
者
募
集

12
月
23
日
（
水
・
祝
）　
午
後
１
時
30
分
〜

内
容　

２
０
０
年
祭
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
、

ひ
こ
ね
第
九
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
演
奏　

な
ど

場
所　

彦
根
城
博
物
館　

能
舞
台
（
金
亀
町
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
（
小
学
生
以
下
の
観

覧
は
、
保
護
者
同
伴
が
必
要
で
す
）

定
員　

50
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

応
募
期
限　

12
月
11
日
㈮
（
必
着
）

応
募
方
法　

往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に
応
募
者
全
員

の
①
氏
名
（
１
枚
の
は

が
き
で
２
人
ま
で
）
②

年
齢
③
住
所
④
電
話

番
号
、
返
信
の
表
に

代
表
者
の
①
郵
便
番

号
②
住
所
③
氏
名
を

書
い
て
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ

先　

観
光
企
画
課

（
〒
５
２
２-

８
５
０
１

　

元
町
４-

２
）
☎
30-

６
１
２
０
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番
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わ
い
わ
い
ひ
ろ
ば
（
稲
枝
地
区
）
の

開
催
中
止

12
月
11
日
㈮
の
わ
い
わ
い
ひ
ろ
ば
は
、

会
場
の
南
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
工
事
の

た
め
中
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
・
若
者
課
☎

49-

２
２
５
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-
１
７
６

８
番

彦根市場「日曜市」
日時　12 月 13 日㈰ 9：00 〜 12：00
場所　彦根総合地方卸売市場（安食中町）
内容　マグロの解体ショー、鮮魚類、果物などの販売

地場野菜特売、模擬店、「ひこねの食育」の紹介（学校給食センター
の見学会同時実施　※時間、人数調整あり）、エコマーケット「夢畑」 

問い合わせ先　彦根総合地方卸売市場㈱☎ 25-2518、FAX28-
1718 　▶︎「ひこねの食育」紹介について　 健康推進課☎ 24-
0816、FAX24-5870 ▶︎エコマーケット「夢畑」について　
生活環境課☎30-6116、FAX27-0395

先着400人無料でカニ汁を提供！

催し物 ※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

市内の公共施設などのバリアフリーに
関する情報はこちらまで
（http://www.city.hikone.shiga.jp/bfmap/）

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 等

元気21歩こう会
12月21日㈪

13：30～15：30
（集合13：30）

集 合 場 所 ：
市立図書館前駐車場
（ 尾 末 町 ）

彦根の城下町を巡るコースです。
費用：100円（保険代など）
「ひこね元気クラブ21」事務局（　健康推進課内）
☎080-2944-4281、FAX24-5870　

滋賀県立大学吹奏楽部
第18回定期演奏会

12月13日㈰
13：30

（開場13：00）

ひこね市文化プラザ
（ 野 瀬 町 ）
グ ラ ン ド ホ ー ル

曲名：センチュリア、梁塵秘抄、「ジュラシック・パーク」か
らの音楽、祝典のための音楽（P.スパーク）など。
滋賀県立大学吹奏楽部（奥田さん）☎28-8200

ひ こ ね で 朝 市 12月20日㈰
8：00～12：00

滋賀県護国神社境内
（ 尾 末 町 ）

「食の安全」「地産地消」「手作り」を掲げ、地場野菜、豆
腐、醤油、湖魚料理などを販売します。
ひこねで朝市実行委員会（ひこね市民活動センター内）
☎24-4461、Eメール hikonedeasaichi55@gmail.com

松居直和写真展
～しぜんのかたち①～

開催中
～平成28年1月13日㈬
8：30～17：30

高 宮 駅
コミュニティセンター
（ 高 宮 町 ）

私たちの足元で生きる普段見過ごしがちな草花に注目した
写真を展示します。
松居さん☎090-1586-0288

滋賀大マルシェ
環境こだわり農産物
X m a s 収 穫 祭

12月4日㈮
11：30～13：30

滋 賀 大 学
（ 馬 場 一 丁 目 ）
生 協 前 広 場

県内の生産者が、環境こだわり農産物や心をこめて育てた
新鮮で安全な野菜、果物、加工品等を販売します。（小雨実施）
滋賀大学社会連携研究センター☎27-1141

街 中 サ ロ ン 12月9日㈬、同19日㈯
10：00～15：00

川地工務店「minto」
（ 長 曽 根 南 町 ）

知的障害や発達障害のある人やその家族が、悩みなどを話
して情報交換をする場です。成人期の人の参加もお待ちし
ています。
NPO法人彦根育成会☎24-8624、ＦＡX26-1747

健康のつどい講演会 12月5日㈯
14：30～16：00

ひこね市文化プラザ
（ 野 瀬 町 ）
エ コ ー ホ ー ル

自分の足で元気に歩いて、寝たきりを防ぐためのお話です。
講師：堀裕彦さん（彦根市立病院整形外科主任部長）
彦根医師会☎23-3580

彦根市美術展覧会
中学生・高校生特別展
～ガンバルひこねの生徒たち～

12月11日㈮～13日㈰
9：30～17：00
（12日㈯は16：００、13
日㈰は15：30まで）

ひこね市文化プラザ
（ 野 瀬 町 ）
展示ロビー・視聴覚室・第１
～３研修室・メッセホール

市内の中学生・高校生の絵画、書、工芸などの展示。呈茶
（ていちゃ）12日㈯10：00～　
箏曲（そうきょく）演奏　13日㈰11：00～、14：00～
　教育委員会文化振興室☎23-7810、FAX21-3080

ウ ィ ズ
お や こ 広 場

12月12日㈯
10：00～11：30

ゲームや手遊びなど皆さんが遊べるクリスマス会です。
対象：乳幼児とその保護者（工作は先着50人まで）
　男女共同参画センター「ウィズ」☎・FAX24-3529

 男女共同参画センター
「 ウ ィ ズ 」
（ 平 田 町 ）
会 議 室

彦根工業高等学校
生 徒 作 品 展 示 会

12月12日㈯
10：30～17：00

ビ バ シ テ ィ 彦 根
（ 竹 ケ 鼻 町 ）
1階センターモール・プラザ

生徒が作った研究作品を展示します。模型自動車の操作
体験や、簡単な工作体験ができます（人数に限りがあります）。
彦根工業高校工業課☎28-2470

ファミリーコンサート
12月13日㈰、同23日（水・祝）
①14：00 ②15：00

各２回公演

クリスマス企画として「彦根児童合唱団」（13日㈰）と、「い
なえ少年少女合唱団」（23日（水・祝））の演奏会を行います。
　子どもセンター☎28-3645、FAX28-3646

　 子 ど も セ ン タ ー
（ 日 夏 町 ）

彦根市精神障害者家族会
「 集 ま ろ う 会 」
医 師 講 演 会

12月9日㈬
15：00～17：00

　障害者福祉センター
（ 平 田 町 ）

精神科医師（県立精神医療センター・松村さん）による講演です。
　障害福祉課☎27-9981、FAX26-1767
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第232回

刀
剣
は
、
武
器
と
し
て
使
用
す
る
た
め

だ
け
で
な
く
、
古

い
に
し
えよ

り
贈
答
や
神
仏
へ
の

奉
納
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

特
に
江
戸
時
代
は
、
贈
答
品
と
し
て
取
り

交
わ
さ
れ
、
諸
大
名
は
多
く
の
刀
を
所
蔵

し
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
井
伊
家
伝
来
の
刀
剣
の
う
ち
、

13
代
直な

お

弼す
け

が
所
用
し
た
刀
を
紹
介
し
ま
す
。

写
真
の
刀
は
、
直
弼
が
所
用
し
た
２
口ふ

り

の
刀
剣
で
す
。
直
弼
の
指さ

し

料り
ょ
うは

、大
小
の
刀

に
殿で

ん

中ち
ゅ
う

指ざ
し

の
小ち

い

さ
刀が

た
な

を
加
え
た
計
３
口
が

伝
来
し
、
写
真
①
が
大
刀
、
写
真
②
が
殿
中

指
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
柄つ

か

に
収
め
る

茎な
か
ご

部
分
に
は
、
制
作
に
あ
た
っ
た
刀
工
の

名
や
年
記
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
大
刀
は
、
正

徳
３
年
（
１
７
１
３
）
に
粟あ

わ

田た

口ぐ
ち

一い
っ

竿か
ん

子し

忠た
だ

綱つ
な

が
制
作
し
た
刀
、
小
刀
は
、
制
作
年
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
銘
か
ら
長な

が

曽そ

祢ね

興お
き

里さ
と

入に
ゅ
う

道ど
う

虎こ

徹て
つ

が
手
が
け
た
も
の
と
判
じ
ら
れ

ま
す
。

忠
綱
と
虎
徹
は
、
江
戸
時
代
前
期
か
ら

中
期
に
活
躍
し
た
著
名
な
刀
工
で
す
。
直

弼
の
時
代
は
、
多
く
の
大
名
が
慶
長
年
間

（
１
５
９
６
〜
１
６
１
５
）
よ
り
前
に
制
作
さ

れ
た
古こ

刀と
う

を
好
ん
で
指
料
に
し
て

い
た
の
に
対
し
、現
存
す
る
直
弼
の

指
料
は
、新
刀
の
み
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、直
弼
は
新
刀

を
好
む
傾
向
に
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、理
由
は
こ
れ
だ
け
で
は

な
く
、
近
年
、
父
・
直
中
と
の
関
連

が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
で
す
。

井
伊
家
11
代
当
主
で
あ
っ
た
直な

お

中な
か

は
、
能
楽
な
ど
の
諸
芸
を
嗜
み
、

ま
た
、仏
教
を
篤あ

つ

く
信
仰
し
た
人
物

で
し
た
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、直
中

は
刀
剣
に
も
強
い
関
心
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
一
説
に
は
、
近
世
以
前
の
名

刀
の
復
元
に
尽
力
し
た
水す

い

心し
ん

子し

正ま
さ

秀ひ
で

の
指

導
の
も
と
、
鍛た

ん

刀と
う

を
し
て
い
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
直
中
が
所
蔵
し
て
い
た
刀
剣
が
、

井
伊
家
歴
代
の
指
料
を
列
記
し
た
腰こ

し

物も
の

帳
ち
ょ
う

な
ど
の
記
録
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
虎
徹
や
繁は

ん

慶け
い

な
ど
、
江
戸
時

代
の
刀
工
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
刀
が
含

ま
れ
、
直
中
は
、
古
刀
の
み
な
ら
ず
、
新

刀
も
収
集
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
う
し
た
記
録
類
を
繰
っ
て
い
く
と
、

直
中
所
用
の
拵

こ
し
ら
えと
伝
え
る
現
存
作
例
と
特

徴
が
合
致
す
る
刀
装
具
の
記
述
を
見
出
せ

ま
す
。
こ
の
拵
に
は
、
一
竿
子
忠
綱
、
長
曽

祢
虎
徹
、
津
田
助す

け

直な
お

と
い
っ
た
新
刀
を
代

表
す
る
刀
工
た
ち
の
作
品
が
収
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、銘
お
よ
び
刀
の
長

さ
か
ら
、
忠
綱
と
虎
徹
の
刀
が
、
直
弼
の

指
料
と
一
致
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
直
弼
は
、
直
中
遺
愛
の
刀
を

自
身
の
指
料
と
し
て
い
た
の
で
す
。

直
弼
は
、
直
中
の
十
四
男
と
し
て
誕
生

し
、
幼
少
期
は
直
中
が
隠
居
し
て
い
た
槻

け
や
き

御ご

殿て
ん

で
、
父
母
と
と
も
に
過
ご
し
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
お
け
る
大
名
家
の
子
ど
も
は
、

幼
い
頃
か
ら
父
親
と
離
れ
て
暮
ら
す
こ
と

が
多
く
、
直
弼
の
よ
う
に
、
両
親
の
下
で

暮
ら
す
の
は
珍
し
い
こ
と
で
し
た
。
こ
う

し
た
環
境
が
影
響
し
た
の
で
し
ょ
う
。
若

年
期
の
直
弼
は
、
能
楽
や
仏
道
な
ど
、
直

中
が
取
り
組
ん
だ
も
の
を
積
極
的
に
学
ん

で
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
直
中
の
死
後
に

は
両
親
の
菩ぼ

提だ
い

を
弔と

む
ら

い
、
仏
道
に
励
む
姿

も
見
ら
れ
、
直
弼
が
直
中
を
敬
愛
し
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

直
弼
が
、
直
中
の
刀
剣
を
自
ら
の
指
料

に
選
ん
だ
背
景
に
は
、
幼
い
頃
の
父
と
の

生
活
を
通
し
て
育
ま
れ
た
敬
慕
の
念
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

古
幡
昇
子
）

　
　
　
　
　

父
の
遺
し
た
刀　

―
井
伊
直
弼
の
指
料
―

写
真
①
・
②
の
作
品
は
、
シ
リ
ー
ズ

直
弼
の
こ
こ
ろ
　
テ
ー
マ
展
「
井
伊

直
弼
の
甲
冑
と
刀
剣
」
で
12
月
23
日

（
水
・
祝
）
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
（
期

間
中
無
休
）。

写
真
①
　
刀 

銘 

粟
田
口
一
竿
子
忠
綱

写
真
②
　
脇
指
（
殿
中
指
の
小
さ
刀
と
し
て
使
用
）　

銘 

長
曽
祢
興
里
入
道
虎
徹
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12月の休館日　7日㈪、14日㈪、21日㈪、28日㈪～31日㈭

チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。http://bunpla.jp/

【各公演　発売初日の予約の取り扱いについて】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

ひこね市文化プラザ友の会会員募集中！　詳しくは☎26-8601へ
ひこね市文化プラザサポーターズ（運営ボランティア）募集中！

自由

◎表記のチケット価格は、すべて税込価格です。
◎高齢者は65歳以上です。学生、高齢者、障害者はひこね市文化
プラザチケットセンター窓口のみの販売となります。

指定

自由

常

　設

　展

　示

　の

　名

　品

開館時間　８：30～17：00（入館は16：30まで）

URL   http://hikone-castle-museum.jp/

平安時代に成立した歌物語、伊勢物語に織り込まれた和歌
をしたためたかるた。流麗な筆致で書かれ、上の句の札（読み
札）には金箔が散らされています。

常設展示「“ほんもの”と
の出会い」では、譜代大
名筆頭・井伊家に伝来し
た名宝を中心に80点あ
まりを展示しています。

平成28年2月1日㈪まで 

伊勢物語歌かるた

チ　ケ　ッ　ト　発　売　情　報

テ

　
　ー

　
　マ

　
　展

【12月12日㈯発売】一　般 500円　友の会450円　
学生250円

※未就学児入場不可

弓籠手 ( ゆごて ) から
草鞋 ( わらじ ) に至るま
で、揃いの品一式を備
えた鮮やかな朱色の甲
冑に、江戸時代の名工
が制作した刀剣やこれ
を収める拵 ( こしらえ )。
本展では、井伊直弼の
武の出で立ちを一挙に
公開します。

い　　せ　　もの　がたりうた

2016年3月5日㈯ 14：00　エコーホール
ひこね市民大学講座  彦根学部

「三成に過ぎたる家臣・島左近の生涯」
講師　長浜市長浜城歴史博物館　館長　太田浩司

2016年4月17日㈰ 14：00　エコーホール　【協力事業】
大阪音楽大学出張講座 
オペラ物知り講座inひこねVol.9
オペラ『 コジ・ファン・トゥッテ』ハイライト
～女はみんなこうしたもの～　
お話・構成　中村敬一

【12月6日㈰発売】
一　般 2,000円（当日2,500円）　
友の会1,800円（当日2,300円）　　　　
主催：アイネ・クライネ・ローテ・ボーネ (飯川・北村企画 )
ナポリを舞台に繰り広げられる美人姉妹と恋人のお
話。（アンサンブルオペラ）女性の貞節を試すために
2組のカップルが恋人を交換するという恋愛喜劇。

シリーズ　直弼のこころ
12月23日（水・祝）まで

「井伊直弼の
　　　甲冑と刀剣」

かっ  ちゅう

◀刀 銘 粟田口
一竿子忠綱

2016年3月6日㈰ 15：00　エコーホール

カルデンミンミット【北欧の kawaii フォーク】

【12月19日㈯発売】一　般 ２，500円　
　高齢者・障害者・学生2,300円
【12月12日㈯発売】友の会2,000円　

※未就学児入場不可

フィンランド語で「スパイスの効いた女の子たち」 という
意味の４人グループ。 北欧の神話でも紹介される伝統楽器
カンテレと、メロディーが美しくメランコリックなうたを
歌う。学生の頃に結成し、既に 10 年以上のキャリアがあ
り、数々の音楽賞授賞やアメリカツアーを 2度成功させ、
フィンランドの伝統を復興させた 4人の若き女性として
大きな注目を集めている。また、メッセ棟展示ロビーにて
「北欧マーケット」同時開催！

-常設展示の名品-

◀
朱
漆
塗
紅
糸
威
縫
延
腰
取
二
枚
胴
具
足

（
13
代
直
弼
所
用
）

12月24日㈭は、展示替のため一部閉室します。
12月25日㈮～同31日㈭は、休館日です。

ほ
会

ほ
会

んんものの
”

“

いの出ののと
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本
格
的
な
冬
の
到
来
に
備
え
て
、

暖
房
器
具
の
手
入
れ
は
済
ま
さ
れ

ま
し
た
か
。

毎
年
、
暖
房
器
具
に
よ
る
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
も
、
ス
ト
ー
ブ
が
原
因
と
な
る

火
災
が
最
も
多
い
状
況
で
す
。
火

災
の
原
因
と
し
て
は
可
燃
物
の
接

触
・
落
下
、
誤
っ
た
使
用
方
法
、
火

の
消
し
忘
れ
、
使
用
中
の
給
油
な

ど
が
主
な
原
因
で
す
。

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
点

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
使
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

▼
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
は
灯
油

で
す
。
ガ
ソ
リ
ン
は
絶
対
に
使

用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
紙
、
衣
類

な
ど
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。ま
た
、ス
ト
ー

ブ
の
上
に
は
洗
濯
物
を
干
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
干
し
て
い
る

洗
濯
物
が
落
下
し
て
、
火
災
が

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

▼
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
可
燃
性
の

ス
プ
レ
ー
缶
（
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
な

ど
）
を
置
い
た
り
、近
く
で
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ス
ト
ー

ブ
の
火
か
ら
引
火
・
爆
発
す
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

▼
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
時
は
、

こ
ま
め
な
換
気
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。換
気
が
不
足
す
る
と
、灯

油
や
ガ
ス
が
不
完
全
燃
焼
を
起

こ
し
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
が
発

生
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

■
給
油
時
の
注
意
事
項

▼
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
す
る
場

合
は
、
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
消
し
、

火
が
消
え
た
こ
と
を
確
か
め
て

か
ら
給
油
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
も

の
は
、
給
油
後
、
タ
ン
ク
の
ふ

た
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

■
点
火
お
よ
び
消
火
の
確
認

▼
点
火
後
は
、
炎
の
調
節
を
行
い
、

正
常
に
燃
焼
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
外
出
時
や
就
寝
時
に
は
、
消
火

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

■
設
置
方
法

▼
地
震
な
ど
の
揺
れ
で
転
倒
し
な

い
よ
う
に
、
倒
れ
る
お
そ
れ
の

あ
る
ス
ト
ー
ブ
は
固
定
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
煙
突
が
つ
い
て
い
る
も
の
は
、

指
定
の
金
具
や
支
線
な
ど
を
使

用
し
て
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

■
点
検
・
整
備

ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
使
用
す
る
前

に
点
検
・
整
備
を
行
い
、
故
障
し

て
い
る
場
合
は
販
売
店
な
ど
に
修

理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

■
危
険
物
の
保
管
に
つ
い
て

▼
灯
油
を
保
管
す
る
容
器
は
金
属

製
の
も
の
、
ま
た
は
、
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
製
で
安
全
性
の
推
奨

マ
ー
ク
ま
た
は
、
認
定
証
が
貼

付
さ
れ
て
い
る
も
の
を
使
用
し

て
、
ふ
た
を
し
っ
か
り
と
閉
め

て
く
だ
さ
い
。

▼
容
器
は
火
気
を
使
う
場
所
か
ら

遠
ざ
け
て
、
直
射
日
光
の
当
た

ら
な
い
風
通
し
の
良
い
場
所
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
容
器
が
転
倒
し
た
り
、
落
下
物

に
よ
っ
て
容
器
が
破
損
し
た
り

し
な
い
場
所
に
保
管
し
て
く
だ

彦根市消防本部予防課☎22-0332・FAX22-9427

暖
房
器
具
の
取
り
扱
い
に
ご
注
意
を
！

火
災
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う

さ
い
。

■
変
質
灯
油
の
使
用
禁
止

昨
シ
ー
ズ
ン
か
ら
持
ち
越
し
た

灯
油
は
、
変
質
灯
油
（
灯
油
自
体
が

う
す
黄
色
に
な
る
、
す
っ
ぱ
い
臭
い
が

す
る
な
ど
）に
な
っ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
変
質
灯
油
は
不
完

全
燃
焼
や
異
常
燃
焼
な
ど
、
予
想

し
な
い
事
故
が
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
た
め
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

■
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
・
電
気
毛
布

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器

具
と
併
用
し
て
、
電
気
カ
ー
ペ
ッ

ト
や
就
寝
時
に
電
気
毛
布
を
使
う

場
合
、
重
い
家
具
を
電
気
カ
ー

ペ
ッ
ト
な
ど
の
上
に
置
い
て
い
ま

せ
ん
か
。

取
扱
説
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
重
量
以
上
の
も
の
を
カ
ー
ペ
ッ

ト
上
に
置
く
と
、
内
部
の
ヒ
ー

タ
ー
線
を
傷
め
て
、
ヒ
ー
タ
ー
線

が
断
線
す
る
な
ど
、
火
災
の
原
因

に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
長
年
使
用
し
て
い
る
電

気
毛
布
は
、
内
部
の
ヒ
ー
タ
ー
線

が
ね
じ
れ
た
り
、
偏
っ
た
り
し
て

い
な
い
か
使
用
す
る
前
に
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
表
面
に
キ
ズ
や
破
れ

が
あ
る
も
の
、
内
部
の
ヒ
ー
タ
ー

線
が
露
出
し
て
い
る
も
の
は
危
険

で
す
の
で
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

■
電
気
こ
た
つ

　

比
較
的
安
全
と
思
わ
れ
て
い
る

電
気
こ
た
つ
も
、
使
用
方
法
を
誤

る
と
火
災
な
ど
の
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。
電
気
こ
た
つ
に
よ
る
火

災
を
防
止
す
る
た
め
に
、
次
の
点

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
電
気
こ
た
つ
の
中
で
衣
類
を
乾

か
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
座
布
団
や
上
掛
け
な
ど
が
電
気

こ
た
つ
内
の
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ

ト
カ
バ
ー
に
触
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

▼
電
源
コ
ー
ド
を
折
り
曲
げ
た
り
、

下
敷
き
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
コ
ー
ド
が
異
常
に
熱

か
っ
た
り
傷
ん
だ
り
し
て
い
る

場
合
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

▼
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
内
部
に
ほ

こ
り
や
紙
く
ず
な
ど
の
異
物
が

な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
外
出
や
長
時
間
離
れ
る
場
合
は

電
源
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
プ
ラ

グ
を
抜
き
ま
し
ょ
う
。
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犬の飼い方・マナーアップ標語
コンテスト結果

飼い主のマナー向上、犬のふん害による景観の悪化や、それによる住民
同士のトラブル防止を目的とした啓発標語を募集しましたところ、次の作
品が選ばれました。

（最優秀作品１　優秀作品 3　応募作品総数 18）

最優秀作品

●振り返れ　散歩のあとの　忘れ物　　　　　小倉　隼人さん

優秀作品

●この町は　人も犬も　きれい好き　　　　　　　小林　伊
い

三
さ

夫
お

さん

●犬だいすき　街も好き　だから私は汚さない　野
や

洌
す

　令子さん　
●ぼくのいぬ　フンのしまつは　ぼくがやる！　丹

に

羽
わ

　亜由美さん

上記の作品は、湖東の環境活動展（ビバシティ彦根 12 月 8 日㈫〜同 14 日㈪）で展示します。
問い合わせ先  生活環境課☎30-6116、FAX27-0395

緑のカーテン事業は、身近に取り組めるエネル
ギー対策として、ゴーヤやアサガオなどのつる性植
物を使い、冷房効果や日よけ効果を高めるために取
り組んでいるものです。

今年度の入賞者は右のとおりです。　

特選
家庭部門　小宮　俊昭さん
公共部門　彦根市立彦根中学校
店舗・事業所部門　ブリヂストン物流㈱中日本支社

第１事業所　
入選
個人部門　上野　正之さん    北村　敏男さん
公共部門　甲良町デイサービスセンターかつらぎ
店舗・事業所部門　TOTO 彦根ショールーム
審査員特別賞
個人部門　田丸　理恵さん
公共部門　▶︎彦根市デイサービスセンターきらら

　　　　▶︎グリーンピアひこね
　　　　▶︎彦根市立稲枝東幼稚園

店舗・事業所部門　▶︎新神戸電機㈱彦根事業所
　　　　　　　　▶︎中日本ハイウェイ・メンテナ

ンス名古屋㈱彦根事業所
問い合わせ先  生活環境課☎30-6116、FAX27-

0395

緑のカーテンコンテスト入賞結果

▲特選・個人部門の小宮さん宅の緑のカーテン
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
悪
用
し
た
不
審
電
話

が
全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
通
知
や
、
利
用
手
続
き
な
ど
で
、
国
や
自
治

体
の
職
員
が
家
族
構
成
、
資
産
や
年
金
・
保
険

の
状
況
等
を
聞
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審

な
電
話
は
す
ぐ
に
切
り
、来

訪
の
申
し
出
が
あ
っ
て
も

断
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、お
金
を
要
求
さ
れ

て
も
支
払
わ
な
い
で
く
だ

さ
い
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
便
乗
し
た
詐
欺
な
ど
に

ご
用
心
く
だ
さ
い
。

「
お
か
し
い
な
ぁ
」
と

思
っ
た
時
や
、不
安
に
な
っ

て
困
っ
た
時
に
は
、ひ
と
り

で
悩
ま
ず
消
費
生
活
相
談

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

彦
根
市
消
費
生
活
相
談
窓
口　

☎
30-

６
１
４
４
番
（
平
日
午
前
９
時
〜
正
午
、午
後

１
時
〜
同
４
時
15
分
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

　

局
番
な
し
の
「
１い

や

や
８
８
」

【
事
例
１
】

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
伴
い
、個

人
情
報
を
調
査
中
で
あ
る
」
と
言
っ
て
、
女

性
が
来
訪
し
、
資
産
や
保
険
の
契
約
状
況
な

ど
を
聞
か
れ
た
。
本
当
に
行
政
機
関
が
そ
の

よ
う
な
調
査
を
し
て
い
る
の
か
。

（
60
歳
代　

女
性
）

【
事
例
２
】

若
い
男
性
か
ら
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
順
次

届
い
て
お
り
、
み
ん
な
手
続
き
を
し
て
い
る

が
、
あ
な
た
は
手
続
き
し
た
か
」
と
の
電
話

が
あ
っ
た
。「
ま
だ
し
て
い
な
い
」と
答
え
る

と
、「
早
く
手
続
き
を
し
な
い
と
刑
事
問
題
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。」
な
ど
と
言
わ
れ
、不

審
に
思
っ
た
。

（
70
歳
代　

男
性
）

第8
3回

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
悪
用
し
た
詐
欺
に
ご
注
意

最
近
の
注
意
喚
起
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

不審な電話に注意！

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

皆
さ
ん
が
分
別
し
た
容
器
包

装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
以
下
、
容
プ

ラ
）
は
、集
積
所
か
ら
回
収
さ
れ

た
後
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
リ
サ
イ

ク
ル
施
設
に
集
め
ら
れ
、
選
別

を
行
い
リ
サ
イ
ク
ル
に
適
さ
な

い
も
の
は
、
燃
や
し
た
り
、
埋

立
た
り
し
て
い
ま
す
。

選
別
さ
れ
た
容
プ
ラ
は
、

ベ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク

状
に
圧
縮
さ
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル

を
行
う
事
業
所
へ
運
ん
で
い
ま

す
。
同
所
で
は
大
き
く
２
つ
の

方
法
で
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て

い
ま
す
。

①
材
料
リ
サ
イ
ク
ル
手
法　

　

ペ
レ
ッ
ト
や
フ
レ
ー
ク
と
い

わ
れ
る
、
製
品
の
材
料
と
な

る
商
品
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
製
品
化
す
る
事
業

所
へ
引
き
渡
さ
れ
パ
レ
ッ
ト
、

マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
、
Ｏ
Ａ
フ

ロ
ア
ー
材
な
ど
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。

②
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
手
法

重
油
や
軽
油
、
鉄
鉱
石
な
ど

の
還
元
剤
と
な
る
コ
ー
ク
ス

な
ど
が
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
地
域
に
設

置
し
た
回
収
箱
か
ら
回
収
し
て

い
ま
す
。
集
め
ら
れ
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は

清
掃
セ
ン
タ
ー
で

選
別
し
て
い
ま
す
。
選
別
し
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
ベ
ー
ル
に
さ

れ
、
容
プ
ラ
と
同
じ
く
リ
サ
イ

ク
ル
を
行
う
事
業
所
へ
運
ん
で

い
ま
す
。
再
資
源
化
は
、
容
プ

ラ
と
同
様
の
方
法
で
、
製
品
の

材
料
と
な
る
商
品
が
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
製
品
化
す

る
事
業
所
へ
引
き
渡
さ
れ
て
衣

類
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
卵
パ
ッ
ク

な
ど
の
製
品
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。

容
プ
ラ
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
、

し
っ
か
り
分
別
す
れ
ば
資
源
に

な
り
ま
す
。
正
し
い
分
別
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
出
前

講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
。
正
し

い
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

生
活
環
境
課
☎
30-

６
１
１

６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９

５
番

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
ト
ピ
ッ
ク
ス

家
か
ら
出
た
ご
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
（
第
２
回
）
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

佐
倉
琴こ

と

　み美
ち
ゃ
ん

（
竹
ケ
鼻
町
）

山
田
圭け

い

志し

朗ろ
う

ち
ゃ
ん

（
立
花
町
）

佐
藤
明あ

日す

菜な

ち
ゃ
ん

（
平
田
町
）

☆食から始める感染症予防対策☆

インフルエンザなどから身を守るために、この
機会に食生活を見直してみませんか。
日時　12月7日㈪、同 18 日㈮ 
　　　9：00 〜、10：30 〜〈予約制、各１人〉

場所　くすのきセンター２階
※上記のテーマ・日時以外にも、さまざまな栄養

相談を受け付けています。

栄 養 相 談

■インフルエンザとかぜの違い
インフルエンザは、1 年を通してかかることがあ

る風邪とは違い、12 月〜 3 月の冬季に流行します。
症状は、風邪が鼻水や喉の痛みなどの局所症状なの
に対して、インフルエ
ンザは 38℃以上の発
熱や咳、喉の痛み、全
身の倦怠感や関節の
痛みなどの全身症状
が起こります。

■インフルエンザ感染経路
インフルエンザ患者のせきやくしゃみに含まれる

ウイルスを吸い込むことによる「飛沫感染」とウイ
ルスが付着した手で口や鼻に触れることによる「接
触感染」によってうつります。

■インフルエンザの予防は「手洗い」「せきエチケット」
「ワクチン」

この予防で飛沫感染、接触感染といった感染経路
を断つことが大事です。ワクチンは、重症化の予防
が目的です。ワクチンが十分な効果を維持する期間

インフルエンザを予防しましょう
インフルエンザの感染力は非常に強く、かかると重症化することもあります。

予防法を知ってインフルエンザから身を守りましょう。

せきのエチケット
せきやくしゃみをする時は、飛沫にウイル

スを含んでいるかもしれないので、せきのエ
チケットを心がけましょ
う。

▶︎マスクをすること
▶︎せきやくしゃみを周囲の

人にむけてしないこと
▶︎口を押さえた手はすぐに

洗うこと

は接種後約２週間後から約５か月です。
インフルエンザが流行する前にワクチン接種を

済ませてください。
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発
行
：
彦
根
市

編
集
：
秘
書
広
報
課

●
1
日
・
1
5
日
発
行
　
　

通
巻
第
1
3
4
5
号

（
平
成
2
7
年
1
2
月
１
日
発
行
）

▶
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
を
包
含
し
た
植
物
油
イ
ン
キ
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

▶
廃
棄
す
る
場
合
に
は
古
紙
回
収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
5
0
,7
5
0
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
の

単
価
は
1
1
円
（
１
円
未
満
切
り
捨
て
）
で
す
。
た
だ
し
、原
稿
作

成
・
編
集
な
ど
に
か
か
る
職
員
の
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

広
報
ひ
こ
ね

24

表
紙
の
写
真

人口と世帯数
　　　　　　平成27年11 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　（　）内は前月との比較

112,724 人（＋  64）
　55,628 人（＋  51）
　57,096 人（＋  13）
45,911 世帯 （＋  73）

外
堀
の
痕
跡
を
最
新
の
調
査
成
果
に

基
づ
い
て
巡
り
ま
す
。

日
時　

12
月
19
日
㈯
午
後
１
時
〜
同
４

時
（
雨
天
決
行
）

集
合
場
所　

市
民
会
館
（
尾
末
町
）　

正

面
玄
関
前

定
員　

１
０
０
人
程
度

募
集
期
間　

12
月
１
日
㈫
〜
同
17
日
㈭

参
加
費　

１
０
０
円
（
資
料
・
保
険
代
）

応
募
方
法　

Ｅ
メ
ー
ル
（
推
奨
）
か
、は

が
き
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
①

住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号（
携
帯
電
話

な
ど
連
絡
が
つ
く
番
号
）
を
書
い
て
く

だ
さ
い
。

※
す
べ
て
の
申
し
込
み
に
参
加
の
可
否

の
返
事
を
し
ま
す
。
は
が
き
の
申
し

込
み
は
電
話
連
絡
を
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

   

教
育
委
員
会
文
化
財
課（
〒
５
２
２

-

０
０
０
１　

尾
末
町
１-

38
）☎
26-

５
８

３
３
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
８
９
９ 

、Ｅ
メ
ー

ルbunkazai@
m

x.hikone.ed.jp

特
別
史
跡
彦
根
城
跡

外
堀
跡
の
一
部
が
追
加
指
定

こ
の
た
び
、外
堀
跡
の
一
部
が
文
化
庁
の

文
化
審
議
会
の
答
申
（
11
月
20
日
付
）
に
よ
り
、

「
特
別
史
跡
彦
根
城
跡
」
に
追
加
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

追
加
指
定
対
象
地
の
外
堀
跡
と
は

か
つ
て
彦
根
城
中
堀
よ
り
も
外
側
に
は

外
堀
が
あ
り
、
場
所
に
よ
っ
て
は
幅
約
21

メ
ー
ト
ル
の
水
を
た
た
え
た
堀
に
加
え
て
、

そ
の
内
側
に
は
、巨
大
な
土ど

塁る
い

（
土
を
盛
っ
て

作
っ
た
防
御
障
壁
）が
巡
っ
て
い
ま
し
た
。
明

治
維
新
以
降
、堀
と
土
塁
は
徐
々
に
埋
め
立

特別史跡

文化財保護法に基づい
て、古墳、城跡、庭園な
どの史跡の内、特に歴史
的、学術的な価値が高く、
日本文化の象徴と認めら
れるもの。安土城跡 ( 近江
八幡市 ) や平城宮跡 ( 奈良
市 ) など全国でも特に重
要とされている史跡。

て
ら
れ
、
戦
後

は
マ
ラ
リ
ア
対

策
で
露
出
し
て

い
た
外
堀
は
ほ

と
ん
ど
埋
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
追
加

指
定
対
象
地
は

現
状
で
、
土
塁

を
伴
う
堀
が
地

上
面
で
認
識
し

や
す
い
唯
一
の

場
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。
彦
根
城
外
堀
の
主
な
構
成
要
素
で

あ
っ
た
堀
と
土
塁
を
一
緒
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
場
所
で
す
。

N

キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド

彦根城

都市銀行

市民会館

銭湯

彦根郵便局
内堀

中堀

追加指定対象
←湖岸

道路

外堀が
あった場所

特別史跡指定範囲

（埋蔵文化財
包蔵地になり
ました）

◀︎
追
加
指
定
対
象
の
外
堀
跡

（
土
塁
）

彦根城
外堀探検隊

歴
史
の
痕
跡
に
目
を
向
け
て

彦根市
文化財課
学芸員
下高　大輔

　

彦
根
城
な
ど
の
近
世
城
郭
は
、

城
と
城
下
町
が
一
体
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
今
回
の
追

加
指
定
は
、
彦
根
城
を
城
下
町
を

含
め
た
、
完
全
な
近
世
城
郭
と
し

て
保
護
す
る
た
め
の
第
一
歩
で
す
。

　
彦
根
市
は
、
何
気
な
い
と
こ
ろ

に
、
歴
史
の
痕
跡
が
埋
も
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
地
域
の
財
産
と
す

る
こ
と
で
、
歴
史
文
化
あ
ふ
れ
る

特
徴
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。


